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第
2
段
階
に
お
い
て
は
、ナ
ト
リ
ウ
ム
を
系
統
か
ら
抜
き

出
し
、運
搬
用
の
タ
ン
ク
に
移
し
て
搬
出
し
ま
す
。
こ
の
抜

き
出
し
の
際
に
、機
器
や
配
管
の
底
に
残
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
に

つ
い
て
も
、可
能
な
限
り
専
用
の
治
具
等
で
吸
い
出
す
こ
と

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ナ
ト
リ
ウ
ム
取
扱
い
技

術
に
つ
い
て
は
、今
後
の
高
速
炉
設
計
に
反
映
す
べ
き
重
要

な
視
点
が
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
も
ん
じ
ゅ
」廃
止
措
置
を
通
じ
て
得
ら
れ
る
経
験
は
、視

点
を
変
え
る
こ
と
で
今
後
の
高
速
炉
開
発
へ
繋
げ
る
こ
と
が

で
き
、そ
の
よ
う
な
考
え
方
を
各
世
代
で
共
有
し
、成
果
を

発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、謙
虚
な
気
持
ち
で
、明
る
く
、前
向
き
に「
も
ん

じ
ゅ
」廃
止
措
置
の
完
遂
に
向
け
て
、取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
４
月
に
廃
止
措
置
計
画
課
を
設
置
し
て
作
業
の
検
討

体
制
を
強
化
し
、廃
止
措
置
全
体
を
広
い
視
野
で
見
て
第
２
段
階
へ

の
移
行
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

「
も
ん
じ
ゅ
」廃
止
措
置
の
特
徴
は
、「
ナ
ト
リ
ウ
ム
機
器
の
解
体
」

が
工
程
の
中
核
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、廃
止
措
置
第
２
段
階

は
そ
の
＂準
備
期
間＂
と
な
り
ま
す
。
安
全
最
優
先
で
、効
率
的
か
つ
合

理
的
に
解
体
す
る
観
点
か
ら
、「
廃
止
措
置
計
画
全
体
像
と
第
２
段
階

の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」を
定
め
、第
２
段
階
の
完
了
条
件
を
ナ
ト
リ
ウ
ム

搬
出
を
含
む
４
項
目
と
し
、完
了
時
期
を
２
０
３
１
年
度
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、ナ
ト
リ
ウ
ム
機
器
の
解
体
工
事
の
段
取
り
を
定
め
る
こ
と
に

よ
り
、「
も
ん
じ
ゅ
」廃
止
措
置

の
完
遂
に
向
け
た
見
通
し
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
、大

き
な
収
穫
で
あ
っ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
成
果
に
よ

り
、第
２
段
階
前
半
を
対
象
と

し
た
廃
止
措
置
計
画
の
変
更
に

つ
い
て
、２
０
２
３
年
２
月
に

国
か
ら
認
可
を
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

今
後
、「
も
ん
じ
ゅ
」で
働
く

す
べ
て
の
仲
間
が
一
体
感
を

持
っ
て
廃
止
措
置
に
取
り
組
め

る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

もんじゅREPORT「もんじゅ」のロゴマーク
智慧の象徴の文殊菩薩が乗って居られる 

「獅子」をイメージしたもの

「もんじゅ」廃止措置第2段階に向けて
準備状況、今後の課題や役割について

第２段階の完了条件

① ナトリウムの搬出

② ナトリウム設備の解体着手準備完了

③  解体着手前に実施すべき放射性廃棄物等に  
関する準備完了

④ 解体に向けた施設運用の最適化

2023年4月から「もんじゅ」廃止措置工程の第2段階がスタートします。第2段階に向けたこれまでの準
備状況や今後の課題について、「もんじゅ」廃止措置の中心となる廃止措置計画課の職員に話を伺いました。

高
速
増
殖
原
型
炉
も
ん
じ
ゅ

廃
止
措
置
部 

廃
止
措
置
計
画
課

課
長  

城 

隆
久

高
速
増
殖
原
型
炉
も
ん
じ
ゅ

廃
止
措
置
部 

廃
止
措
置
計
画
課

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー  

小
幡 

行
史

「
も
ん
じ
ゅ
」
廃
止
措
置
工
程
の
第
１
段
階
が
３
月
末
で
終

わ
り
、
い
よ
い
よ
第
２
段
階
が
始
ま
り
ま
す
が
、
開
始
に

あ
た
っ
て
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
て
き
ま
し
た
か
？

「
も
ん
じ
ゅ
」
廃
止
措
置
の
第
２
段
階
を
進
め
て
い
く

中
で
の
課
題
、果
た
す
べ
き
役
割
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

話 を 伺 っ た 職 員
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ふげんREPORT「ふげん」のロゴマーク
慈悲の象徴の普賢菩薩が乗って居られる

「象」をイメージしたもの

配管の解体工法を確立

原子炉本体周辺設備の解体撤去作業
から得られた知見

「
ふ
げ
ん
」
で
は
、
２
０
１
９
年
７
月

か
ら
２
０
２
２
年
９
月
に
か
け
て
、
原
子

炉
の
主
要
冷
却
系
（
Ａ
ル
ー
プ
、
Ｂ
ル
ー

プ
）
が
配
置
さ
れ
た
原
子
炉
本
体
周
辺
設

備
の
機
器
・
配
管
等
の
解
体
撤
去
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
解
体
撤
去
作
業
に
あ
た
っ
て
は
、

作
業
効
率
を
高
め
る
た
め
、
様
々
な
解
体

工
法
を
検
討
し
ま
し
た
。

複
雑
な
配
管
の
解
体
撤
去
作
業

「
ふ
げ
ん
」
の
原
子
炉
建
屋
内
に
は
、

原
子
炉
を
冷
却
す
る
た
め
の
多
く
の
配
管

が
密
集
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
、

太
く
長
く
各
階
を
貫
通
し
て
縦
に
配
置
さ

れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

配
管
の
解
体
撤
去
作
業
に
つ
い
て
は
、「
上

部
か
ら
切
断
」「
下
部
か
ら
切
断
」
等
、

様
々
な
解
体
工
法
が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

縦
配
管
に
対
す
る
下
部
か
ら
の�

�

解
体
工
法
を
実
証

「
ふ
げ
ん
」
で
は
配
管
の
解
体
撤
去
作

業
に
あ
た
り
、
一
旦
、
配
管
を
大
き
く
切

断
し
た
後
、
さ
ら
に
小
さ
く
細
断
す
る
た

め
の
作
業
ス
ペ
ー
ス
ま
で
運
搬
し
、
解
体

撤
去
物
を
収
納
す
る
専
用
容
器
に
収
め
ら

れ
る
サ
イ
ズ
に
し
ま
す
。
今
回
の
解
体
撤

去
作
業
で
は
、
作
業
ス
ペ
ー
ス
の

あ
る
地
上
１
階
ま
で
の
運
搬
経
路

を
考
慮
し
、
階
層
の
下
部
か
ら
解

体
撤
去
作
業
を
行
う
こ
と
と
し
ま

し
た
。

下
部
か
ら
上
部
へ
向
か
っ
て
配

管
を
切
断
し
て
い
く
こ
と
で
、
縦

配
管
の
貫
通
ル
ー
ト
を
、
そ
の
ま

ま
解
体
し
た
配
管
の
運
搬
経
路
に

利
用
で
き
、
作
業
時
間
が
短
縮
さ

れ
、
作
業
効
率
の
向
上
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
作
業
の
効
率
化

に
よ
る
作
業
員
の
被
ば
く
低
減
、
負
担
軽

減
は
作
業
の
安
全
性
を
よ
り
一
層
高
め
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
知
見
は
、
軽
水
炉
や
「
も

ん
じ
ゅ
」
の
よ
う
に
異
な
る
タ
イ
プ
の
原

子
炉
を
解
体
す
る
際
に
も
活
か
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

1～6階

B1～B2階

［ふげんの原子炉建屋］

：Aループ側機器・配管等の解体撤去範囲

：Bループ側機器・配管等の解体撤去範囲

地上 6階、地下 2階の構造で、全高 66m

!"#$

大口径配管
切断

切断

切断

［地上１階］

［地上２階］

「ふげん」にて採用
：下部から切断した場合の運搬ルート

［地上３階］

横移動

運搬口

撤去した配管ルートを解体物の搬送経路と
してそのまま利用可能

：上部から切断した場合の運搬ルート
運搬ルートへ運ぶため、同フロア内にて解体物
の横への移動が必要になり、合理的ではない。

細断時に発生する粉じんが拡散しないよう、
ビニールハウスのように仕切っています。

作業スペース
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つるそうけんNEWS （「つるそうけん」とは、
敦賀総合研究開発センターの略称です。）

高
速
炉
の
研
究
開
発

高
速
炉
は
、「
も
ん
じ
ゅ
」
の
よ
う

に
ナ
ト
リ
ウ
ム
等
の
中
性
子
を
減
速
し

な
い
冷
却
材
を
用
い
て
、
高
速
中
性
子

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
高
い
中
性
子
）
を
利

用
す
る
原
子
炉
で
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
の
減
容
化
や
有
害
度
の
低
減
、

ウ
ラ
ン
資
源
の
有
効
利
用
を
実
現
で
き

る
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ナ
ト
リ
ウ
ム
の
自
然
循
環
（
温
度
差
に

よ
る
対
流
）
に
よ
り
、
万
一
電
源
が
失

わ
れ
て
も
原
子
炉
が
自
然
冷
却
さ
れ
る

の
も
特
徴
の
ひ
と
つ
で
す
。

政
府
は
２
０
２
２
年
12
月
23
日
に
開

催
さ
れ
た
原
子
力
関
係
閣
僚
会
議
に
お

い
て
、
我
が
国
に
お
け
る
高
速
炉
の
開

発
方
針
を
示
し
た
「
戦
略
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
を
改
定
し
、
新
た
な
開
発
目
標
等

が
具
体
化
さ
れ
、
関
係
機
関
の
役
割
が

よ
り
明
確
に
な
り
ま
し
た
（
表
１
）。

原
子
力
機
構
は
敦
賀
地
区
に
お
い
て

高
速
炉
の
実
用
化
に
向
け
て
「
も
ん

じ
ゅ
」
で
得
ら
れ
た
研
究
開
発
成
果
の

と
り
ま
と
め
や
ナ
ト
リ
ウ
ム
取
扱
技
術

の
高
度
化
等
の
研
究
開
発
を
進
め
て

い
ま
す
。
前
者
に
つ
い
て
は
、「
も
ん

じ
ゅ
」
の
設
計
、
建
設
、
試
運
転
の
過

程
で
作
成
し
た
研
究
開
発
報
告
書
や
技

術
資
料
、
プ
ラ
ン
ト
デ
ー
タ
、
設
備
の

運
転
・
保
守
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
経

験
・
知
見
等
の
膨
大
な
技
術
情
報
を
若

い
技
術
者
や
研
究
者
が
容
易
に
活
用
で

き
る
よ
う
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
整

備
し
て
い
ま
す
。
そ
の
代
表
的
な
成
果

に
つ
い
て
は
以
下
の
報
告
書
に
ま
と
め

公
開
し
て
い
ま
す
。

（�https://jopss.jaea.go.jp/search/ servlet/

interSearch

）

ま
た
、「
も
ん
じ
ゅ
」
に
隣
接
す
る

ナ
ト
リ
ウ
ム
工
学
研
究
施
設
で
は
、
ナ

ト
リ
ウ
ム
と
材
料
の
濡
れ
性
（
※
２
）

原
子
力
機
構
に
お
け
る
次
世
代
革
新
炉
の
研
究
開
発

２
０
２
３
年
２
月
10
日
、
政
府
は
「
Ｇ
Ⅹ
※
１
（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）
実
現
に
向
け
た
基
本
方
針
」
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
原
子
力
は
「
脱

炭
素
の
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
安
全
性
の
確
保
を
大
前
提
と

し
た
原
子
力
の
最
大
限
活
用
に
向
け
て
、
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
、
新
た
な
安

全
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
組
み
込
ん
だ
次
世
代
革
新
炉
の
開
発
・
建
設
、
運
転
期
間
の
延

長
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
原
子
力
機
構
が
担
う
次
世
代
革
新
炉
「
高

速
炉
」「
高
温
ガ
ス
炉
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
1  

Ｇ
Ｘ（
グ
リ
ー
ン・ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）：産
業
革
命
以
来
の
化
石
燃
料
中
心
の
経
済・社
会
、

産
業
構
造
を
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
中
心
に
移
行
さ
せ
、経
済
社
会
シ
ス
テ
ム
全
体
を
変
革
す
る
こ
と
。

出典：総合資源エネルギー調査会 基本政策分科会（第50回会合）　資料１　エネルギーの安定供給の再構築（事務局提出資料）p95
https://www.enecho.meti.go.jp/committee/council/basic_policy_subcommittee/2022/050/

東京電力福島第一原子力発電所事故を踏まえた一層の安全性向上に加え、経済性、放射性廃棄物の減
容・有害度削減、エネルギー効率、核不拡散性、資源の有効利用等の観点から優れた技術を取り入れ
た原子炉のことであり、基本方針においては次世代革新炉として５つの炉型、すなわち、①革新軽水炉、
②SMR（小型モジュール炉）、③高速炉、④高温ガス炉、⑤核融合が挙げられています。
原子力機構では、このうち③高速炉および④高温ガス炉の研究開発に取り組んでいます。

次世代革新炉
とは
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こ
と
に
よ
り
除

熱
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、

高
温
ガ
ス
炉
は
、

そ
の
高
い
固
有

の
安
全
性
に
よ

り
、
炉
心
溶
融

が
起
こ
ら
な
い

設
計
が
可
能
で

す
。原

子
力
機
構
で
は
、
大
洗
研
究
所
に

設
置
さ
れ
た
高
温
工
学
試
験
研
究
炉

（
Ｈ
Ｔ
Ｔ
Ｒ
）
を
用
い
て
、
安
全
性
実

証
試
験
や
熱
利
用
試
験
等
の
研
究
開
発

を
進
め
る
と
と
も
に
、
英
国
や
ポ
ー
ラ

ン
ド
等
の
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
協

力
を
通
じ
て
、
高
温
ガ
ス
炉
の
技
術
実

証
に
向
け
た
開
発
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

原
子
力
機
構
に
お
け
る
次
世
代
革
新

炉
（
高
速
炉
、
高
温
ガ
ス
炉
）
の
研
究

開
発
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
詳
し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

https://w
w
w
.jaea.go.jp/04/sefard/

に
関
す
る
研
究
や
超
音
波
に
よ
る
ナ
ト

リ
ウ
ム
中
の
可
視
化
技
術
（
※
３
）
の

開
発
、「
も
ん
じ
ゅ
」
の
廃
止
措
置
に

関
連
す
る
試
験
等
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
次
世
代
の
電
池
と
し
て

期
待
さ
れ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
電
池
等
の
分

野
で
も
大
学
等
と
の
共
同
研
究
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
成
果
を
今
後
の
高
速
炉
の

開
発
に
活
か
し
て
い
く
と
と
も
に
、「
も

ん
じ
ゅ
」
を
含
む
周
辺
地
域

を
我
が
国
の
高
速
炉
研
究
開

発
の
中
核
的
拠
点
の
一
つ
に

位
置
付
け
る
と
の
国
の
方
針

に
沿
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

ま
た
、
原
子
力
機
構
は
、
次

世
代
革
新
炉
開
発
の
一
環
と

し
て
、
２
０
２
２
年
１
月
26

日
に
米
国
テ
ラ
パ
ワ
ー
社
と

「
ナ
ト
リ
ウ
ム
冷
却
高
速
炉
技

術
に
関
す
る
覚
書
き
」
を
締

結
し
、
協
力
内
容
具
体
化
の

た
め
の
枠
組
み
を
構
築
し
ま

し
た
。
今
後
は
テ
ラ
パ
ワ
ー

社
と
の
協
力
を
通
じ
、
日
米

間
の
高
速
炉
開
発
協
力
を
発

展
さ
せ
て
い
く
と
と
も
に
、

高
速
炉
開
発
に
関
す
る
技
術

力
の
維
持
・
向
上
に
つ
な
げ

て
い
く
考
え
で
す
。

※ 

2 

材
料
の
表
面
で
ナ
ト
リ
ウ
ム
が
丸
ま
っ
た

り
広
が
っ
た
り
す
る
性
質
。
伝
熱
性
能
や
可

動
機
器
へ
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
付
着（
固
着
）に

影
響
す
る
。

※ 

3 

不
透
明
な
ナ
ト
リ
ウ
ム
中
に
超
音
波
を
送

受
信
し
て
内
部
の
物
体
を
可
視
化
す
る
技
術
。

病
院
の
エ
コ
ー
検
査
等
と
同
じ
原
理
。

高
温
ガ
ス
炉
の
研
究
開
発

高
温
ガ
ス
炉
は
、
炉
心
の
主
な
構
成

材
に
黒
鉛
を
中
心
と
し
た
セ
ラ
ミ
ッ
ク

材
料
を
用
い
、
核
分
裂
で
生
じ
た
熱
を

外
に
取
り
出
す
た
め
の
冷
却
材
に
ヘ
リ

ウ
ム
ガ
ス
を
用
い
た
原
子
炉
で
す
。
高

温
ガ
ス
炉
で
は
１
０
０
０
℃
近
い
高
温

の
熱
が
得
ら
れ
、
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
タ
ー

ビ
ン
に
よ
る
高
効
率
な
発
電
（
発
電
効

率
45
％
以
上
）
や
、
発
電
以
外
に
も
水

素
製
造
等
の
多
様
な
熱
利
用
が
可
能
で

す
。高

温
ガ
ス
炉
の
燃
料
に
用
い
ら
れ
て

い
る
４
重
被
覆
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
燃
料
粒

子
は
き
わ
め
て
耐
熱
性
が
高
く
、
１
６

０
０
℃
と
非
常
に
高
温
で
も
放
射
性
物

質
を
閉
じ
込
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
炉
心
を
構
成
す
る
黒
鉛
材
料
の

熱
容
量
が
大
き
く
、
万
一
異
常
が
起
き

て
も
炉
心
の
温
度
変
化
が
緩
慢
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
配
管
が
破
損
し
て
冷
却
材

の
ヘ
リ
ウ
ム
ガ
ス
が
な
く
な
っ
た
場
合

で
あ
っ
て
も
、
炉
心
で
発
生
す
る
熱
は

原
子
炉
の
容
器
表
面
か
ら
放
熱
さ
れ
る

＜高速炉技術の評価＞

●技術の成熟度、市場性、国際連携等の観点から、複数の高速炉技術を評価。

●その結果、常陽・もんじゅ等を経て民間企業による研究開発が進展し、国際的にも導入が進んでいる
ナトリウム冷却高速炉が、今後開発を進めるに当たって最有望と評価。
※軽水冷却やトリウム溶融塩冷却は、「燃料技術の実現性、基礎的な研究の継続が引き続き必要」と評価。

＜今後の開発の作業計画＞
年夏：炉概念の仕様を選定
年度～ 年度：実証炉の概念設計・研究開発
年頃：燃料技術の具体的な検討
年頃：実証炉の基本設計・許認可手続きへの移行判断

「戦略ロードマップ」改訂案の主なポイント

２

表１　出典：第10回 原子力関係閣僚会議　資料1-1戦略ロードマップ改訂案の概要
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/genshiryoku_kakuryo_kaigi/dai10/gijisidai.html

ナトリウム工学研究施設外観と試験
設備（保全技術開発ループ試験設備）

空気冷却器

燃料交換機

原子炉圧力容器

高温二重配管
加圧水冷却器

原子炉建家

中間熱交換器

高温工学試験研究炉（HTTR）
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２
０
２
２
年
12
月
、
原
子
力
機
構

は
「
も
ん
じ
ゅ
」
サ
イ
ト
に
設
置
す

る
新
た
な
試
験
研
究
炉
に
つ
い
て
、

設
置
許
可
申
請
に
向
け
た
詳
細
設
計

段
階
以
降
の
計
画
を
進
め
る
実
施
主

体
と
し
て
文
部
科
学
省
よ
り
選
定
を

受
け
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
委
託
事
業
で
あ
る
、

「
も
ん
じ
ゅ
サ
イ
ト
に
設
置
す
る
新

た
な
試
験
研
究
炉
の
概
念
設
計
及
び

運
営
の
在
り
方
検
討
」
に
お
い
て
は
、

２
０
２
０
年
11
月
、
原
子
力
機
構
が

福
井
大
学
・
京
都
大
学
と
と
も
に
当

事
業
の
実
施
主
体
と
な
る
中
核
的
機

関
と
し
て
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
度
の
選
定
を
受
け
、
引
き
続
き
両

大
学
と
の
連
携
体
制
を
継
続
し
、
学

術
界
、
産
業
界
、
地
元
関
係
機
関
等

か
ら
幅
広
い
意
見
を
集
約
し
つ
つ
、

立
地
地
域
並
び
に
国
民
の
皆
様
の
ご

理
解
を
得
な
が
ら
着
実
に
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

新試験研究炉トピックス

�

試
験
研
究
炉
に
期
待
さ
れ
る
役
割

新
た
な
試
験
研
究
炉
で
は
、
中
性
子
を

活
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
基
礎
的
な
研
究
を

は
じ
め
、
革
新
的
な
研
究
開
発
、
医
薬
品

の
開
発
、
原
子
力
の
安
全
性
研
究
と
い
っ

た
研
究
開
発
や
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出

へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
の

試
験
研
究
炉
で
の
利
用
例
は
以
下
の
通
り

で
す
。

試
験
研
究
炉
は
人
材
育
成
の
場
で
も
あ

り
、
京
都
大
学
の
研
究
用
原
子
炉
（
Ｋ
Ｕ

Ｒ
）
の
運
転
終
了
が
２
０
２
６
年
５
月
と

見
込
ま
れ
る
中
、
新
た
な
試
験
研
究
炉
は
、

西
日
本
の
原
子
力
の
人
材
育
成
拠
点
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
に
誇
れ
る
研
究
炉
を

汎
用
の
試
験
研
究
炉
は
、
世
界
的
に
見

て
も
数
が
限
ら
れ
、「
国
際
公
共
財
」
と

も
言
え
る
も
の
で
す
。
原
子
力
機
構
で
は
、

新
た
な
試
験
研
究
炉
が
地
域
に
と
っ
て
も

誇
り
得
る
施
設
と
な
る
よ
う
に
設
置
に
向

け
た
検
討
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
も
ん
じ
ゅ
」
敷
地
内
に
設
置
す
る

新
た
な
試
験
研
究
炉
に
つ
い
て

　
〜
詳
細
設
計
段
階
以
降
の
実
施
主
体
に
選
定
〜

中性子ビーム（※）を利用して物質が持つ性質を解明し、高性能な磁
石、半導体、リチウム電池、燃料電池等の新材料開発や、インフラの
長寿命化等への貢献
※中性子ビーム：中性子は、原子核を構成する粒子で、電荷をもたない中性の粒子
です。レントゲン撮影で使用するＸ線のような透過性があるため、物質を原子レベ
ルで観察することができます。原子炉や加速器で生成された中性子を任意の方向に
取り出すことでビームとして使用します。

新規磁性材料
Au-198粒を使う小線源治療
ー 口の中の癌を切らずに治療 ー

医療用ＲＩ製造
燃料電池材料

ウィルス由来タンパク質の構造解析 鉄鋼材料の応力分析
エンジンやモーター
内部の可視化

医療用・工業用のラジオアイソトープ（RI）の製造やシリコン半導体
製造への利用

機能性材料開発 ＲＩ製造

生体の本質である生体分子の構造を調べ、新薬の開発に貢献

バイオ・生命
中性子の透過性を利用し、エンジン内の流体の動きや燃料電池内
の水素や水の動き等、従来見えなかったものを可視化

分析・イメージング
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つ る ほ ん だ よ り

す
。コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
施
設
見
学
や
集

合
形
式
の
意
見
交
換
会
等
が
な
か
な

か
で
き
な
い
状
況
で
し
た
が
、
２
０

２
２
年
12
月
５
日
に
「
も
ん
じ
ゅ
」

見
学
会
・
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、

廃
止
措
置
の
第
２
段
階
に
向
け
た
準

備
作
業
を
実
施
中
の
「
も
ん
じ
ゅ
」

の
現
状
等
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

見
学
で
は
、「
も
ん
じ
ゅ
」
の
原

子
炉
格
納
容
器
（
炉
上
部
）
や
中
央

制
御
室
、
ま
た
ナ
ト
リ
ウ
ム
研
修
棟

で
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
切
断
体
験
や
燃

モ
ニ
タ
ー
活
動
は
、「
ふ
げ
ん
」「
も

ん
じ
ゅ
」
の
業
務
等
に
つ
い
て
、
福

井
県
内
の
皆
様
の
ご
意
見
を
直
接
拝

聴
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深

め
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
業
務
運

営
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
１
９
９
６
年
か
ら
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に
延
べ
１
，８
２
７

名
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
現

在
は
第
16
次
原
子
力
機
構
モ
ニ
タ
ー

と
し
て
、
２
０
２
１
年
４
月
か
ら
２

０
２
３
年
３
月
ま
で
の
期
間
で
41
名

の
方
々
に
ご
登
録
い
た
だ
い
て
い
ま

第第
1616
次
原
子
力
機
構
モ
ニ
タ
ー
・
福
井

次
原
子
力
機
構
モ
ニ
タ
ー
・
福
井

「
も
ん
じ
ゅ
」
見
学
会
・
意
見
交
換
会
を
開
催

「
も
ん
じ
ゅ
」
見
学
会
・
意
見
交
換
会
を
開
催

現場見学の様子

意見交換会の様子

●
世
界
の
温
暖
化
対
策
に
原
子
力
発
電
は
不
可
欠

で
す
。�

（
敦
賀
市
・
男
性
）

●「
ふ
げ
ん
」の
原
子
炉
周
辺
設
備
の
解
体
撤
去

作
業
を
安
全
第
一
に
、一
日
で
も
早
く
進
め
て

く
だ
さ
い
。�

（
敦
賀
市
・
女
性
）

●
安
定
し
た
電
力
供
給
で
消
費
者
へ
の
負
担
を
少

な
く
し
て
く
だ
さ
い
。�

（
敦
賀
市
・
男
性
）

●
技
術
や
特
許
等
を
活
か
さ
れ
て
地
域
企
業
と
共

同
開
発
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
ミ

ニ
鉢
植
え
の
実
演
も
い
い
で
す
ね
。
体
験
し
て

み
た
い
で
す
。�

（
敦
賀
市
・
女
性
）

●
敦
賀
に
住
ん
で
30
年
余
り
。
和
紙
の
木
を
育
て
、

旧
校
舎
で
作
る
話
は
よ
い
刺
激
で
す
。

�

（
敦
賀
市
・
男
性
）

●
ふ
る
さ
と
紀
行
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
地
域
の

こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
の
で
。

�

（
美
浜
町
・
男
性
）

●
こ
れ
か
ら
も
、県
民
、国
民
に
て
い
ね
い
で
わ

か
り
や
す
い
広
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
若
狭
町
・
男
性
）

●
原
子
力
の
一
般
へ
の
概
要
説
明
は
人
と
人
の
た

め
で
あ
り
必
要
で
あ
ろ
う
。�

（
群
馬
県
・
男
性
）

ご
意
見
は
内
部
で
共
有
す
る
と
と
も
に
、

今
後
の
業
務
に
活
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ご

意

見

箱

　
本
紙
に
添
付
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
ご
協
力
、 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い

た
ご
意
見
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

モニターモニター
活動活動

焼
実
験
等
を
ご
見
学
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
後
の
意
見
交
換
会
に
お
い

て
は
、「
今
後
も
電
力
確
保
に
は
原

子
力
が
必
要
だ
と
思
う
」「
現
場
を

見
学
し
、
作
業
を
始
め
る
ま
で
の
手

続
き
が
多
く
現
場
も
広
い
の
で
、
作

業
を
行
う
人
は
大
変
だ
と
感
じ
た
」

等
、
様
々
な
ご
意
見
や
ご
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
見
学
会
を
は

じ
め
と
し
た
モ
ニ
タ
ー
活
動
に
お
い

て
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等

は
、
今
後
の
業
務
運
営
等
に
活
か
し

て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
も
引
き
続
き
モ
ニ
タ
ー
活
動

を
通
じ
て
、
県
民
の
皆
様
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
継
続
的

に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】２
０
２
２
年
12
月
発
刊 

「
つ
る
が
の
四
季
」No
１
３
６
の
８
ペ
ー
ジ

「
ふ
る
さ
と
紀
行
」の
記
事
で
、菅
浜
炭
焼

き
の
会 
浜
野
氏
の
問
合
せ
先
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、次
の
通
り
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

（
誤
）kh-ham

a1970@
kl.m

m
net.ai.ne.jp

（
正
）kh-ham

a1970@
kl.m

m
net-ai.ne.jp

https://w
w
w
.jaea.go.jp/04/

xturuga/shiki/shiki.htm
l

〔
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
〕
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敦
賀
の
歴
史
を
題
材
と
し
、�

四
季
の
唄
で
表
現

敦
賀
の
文
化
を
象
徴
す
る
芸
能
と
し
て
、

保
存
・
継
承
さ
れ
て
い
る
の
が
、長
唄「
四
季

の
敦
賀
」で
す
。
昭
和
７
年（
１
９
３
２
）、敦

賀
の
実
業
家
で
文
化
人
で
も
あ
っ
た
宇
野
泰

三
氏
が
作
詞
を
土
岐
善
麿
氏
、作
曲
を
町
田

嘉
章
氏
に
依
頼
し
て
制
作
。「
敦
賀
の
港
は

海
ふ
か
く
…
」か
ら
始
ま
る
唄
は
、春
は
花

換
ま
つ
り
、夏
は
松
原
海
岸
、秋
は
敦
賀
ま

つ
り
と
山
車
、冬
は
野
坂
山
と
水
戸
烈
士
を

題
材
に
、国
際
港
と
し
て
栄
え
た
敦
賀
の
歴

史
的
背
景
を
四
季
ご
と
に
表
現
し
て
い
ま
す
。

夏
の
唄
は
、敦
賀
ま
つ
り
の「
民
謡
踊
り
の

ゆ
う
べ
」で
も
披
露
さ
れ
て
お
り
、聞
き
覚

え
が
あ
る
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

「
四
季
の
敦
賀
は
曲
が
良
く
、歌
詞
も
き

れ
い
。
楽
曲
の
素
晴
ら
し
さ
を
若
い
人
た
ち

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」と
話
す
の
は
、長

唄「
四
季
の
敦
賀
」保
存
会
で
演
奏
の
部 

代

表
を
務
め
る
杵
屋
勝
浩
矢（
き
ね
や 

か
つ
ひ

ろ
や
）さ
ん
。
３
歳
か
ら
日
本
舞
踊
を
た
し

な
み
、西
崎
流
師
範
と
し
て
活
動
す
る
傍
ら
、

長
唄
三
味
線 

杵
屋
勝
七
郎
に
師
事
し
杵
勝

会
に
も
所
属
。
同
じ
く
杵
勝
会
所
属
で
勝
七

郎
門
下
の
杵
屋
浩
波
美（
ひ
ろ
な
み
）さ
ん
と

と
も
に
、長
唄
の
指
導
・
普
及
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

何
度
も
途
絶
え
か
け
な
が
ら�

保
存
活
動
を
継
続

長
唄「
四
季
の
敦
賀
」が
、制
作
さ
れ
た
の

は
昭
和
７
年
。
翌
年
に
は
披
露
演
奏
会
が
行

わ
れ
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
で
も
全
国
放
送
さ

れ
ま
し
た
。

「
当
時
は
敦
賀
に
芸
者
さ
ん
が
い
た
頃
で
、

お
も
て
な
し
の
席
で
も
披
露
さ
れ
て
い
た
よ

う
で
す
」と
勝
浩
矢
さ
ん
。
そ
の
後
、戦
争
な

ど
で
継
承
者
が
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

昭
和
30
年（
１
９
５
５
）代
後
半
に
保
存
・
継

承
の
動
き
が
起
こ
り
、元
敦
賀
芸
妓
を
呼
び

寄
せ
て
譜
面
を
作
成
。
唄
や
鳴
り
物
だ
け
で

な
く
踊
り
を
主
体
と
し
て
上
演
や
祭
り
へ
の

奉
納
が
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和

61
年（
１
９
８
６
）に
は
、長
唄「
四
季
の
敦

賀
」が
保
存
会
を
結
成
。
敦
賀
市
制
50
周
年

の
祝
賀
会
で
披
露
す
る
な
ど
、盛
り
上
が
り

を
見
せ
た
も
の
の
、勢
い
を
継
続
す
る
の
は

難
し
く
、い
つ
し
か
活
動
も
停
滞
し
て
い
き

ま
し
た
。

再
び
保
存
の
動
き
が
活
発
化
し
た
の
は
、

平
成
30
年（
２
０
１
８
）。
翌
年
、敦
賀
市
文

化
協
会
が
60
周
年
を
迎
え
る
の
を
契
機
に
、

敦
賀
市
の
伝
統
文
化
を
保
存
・
継
承
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
気
運
が
高
ま
り
、保
存
会
を

再
結
成
。
勝
浩
矢
さ
ん
や
浩
波

美
さ
ん
ら
が
中
心
と
な
り
、保

存
活
動
を
再
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
新
生
保
存
会
で
の
初
お

披
露
目
は
、敦
賀
市
文
化
協
会

の
60
周
年
記
念
祝
賀
会
。
そ
の

後
も
市
民
文
化
祭
や
文
化
芸

術
の
広
場
な
ど
、様
々
な
行
事

で
上
演
を
重
ね
て
い
ま
す
。

興
味
を
持
っ
た
人
や
子
ど
も
た
ち

に
伝
え
て
い
き
た
い

現
在
、長
唄「
四
季
の
敦
賀
」保
存
会
の
メ

ン
バ
ー
は
、演
奏
の
部
が
12
名
、踊
り
の
部

が
12
名
。
毎
月
第
３
土
曜
日
に
西
公
民
館
に

集
ま
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

「
い
ろ
い
ろ
な
場
で
披
露
し
て
多
く
の
方

に
知
っ
て
い
た
だ
き
、興
味
を
も
っ
て
く
れ

る
人
が
い
た
ら
、伝
承
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。
機
会
が
あ
れ
ば
子
ど
も
た
ち
に
も
教
え

て
い
き
た
い
で
す
」と
、勝
浩
矢
さ
ん
、浩
波

美
さ
ん
は
活
動
へ
の
思
い
を
膨
ら
ま
せ
て
い

ま
す
。

昭
和
に
誕
生
し
た
敦
賀
の
芸
能
文
化
。
時

を
超
え
て
令
和
の
今
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。
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№ 137
長唄「四季の敦賀」保存会

演奏の部代表
杵屋勝浩矢さん

長唄「四季の敦賀」保存会
顧問

杵屋浩波美さん

長唄は歌舞伎の音楽として成立し、主に
江戸で発展してきた三味線音楽。その後、
歌舞伎から独立し、音楽として独自のジャ
ンルを確立しました。

笛・大鼓・小鼓・太鼓といった鳴り物の演奏
も長唄を盛り上げます。

令和３年（2021）に開催された市民文化祭 芸能の祭典
でのステージの様子。

⃝

こ
の
記
事
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

　
杵
屋
勝
浩
矢
さ
ん
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「
四
季
の
敦
賀
」を
保
存
・
継
承

長
唄
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